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フレーゲの論理主義の計算機科学への影響について 

 
佐藤雅彦 (京都大学大学院情報学研究科) 

 

 

表記の題目について，以下の項目を立てて私見を述べたい． 

 

1. フレーゲの構文論と意味論 

2. Church のλ計算 

3. Peter Aczel の Frege structure 

4. プログラミング言語の意味論 

5. マーティンレーフの型理論 

 

数理論理学および超数学は既に数学の一分野として確立しており，20 世紀初頭の「数学の危

機」も遠い過去の物語となっている．数学におけるこのような現状の実現には(皮肉なことに)フレー

ゲによる論理学の「数学化」が多大の寄与をしていると考えられる． 

これに対して，計算機科学においては，形式言語を計算機上に実装することの必要性から「超

数学」だけではなく「超超数学(metametamathematics)」が研究されており，現代においてもフレー

ゲの思想の強い影響を受け続けていると考えられる．このことをいくつかの事例を挙げて検証した

い． 
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